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2025 年度事業報告 

 

公益目的事業 1 「小さな親切」運動を通じて、国民の心身の健全な発展と豊かな人間性を涵養 

1. 「小さな親切」実行章贈呈事業 

親切実行者（個人・団体）の表彰活動 

⚫ 2025 年度受章者数  23,592 名  / 2026 年３月 25 日発表時点（以下同） 

2024 年度は、2025 年 3 月 25 日発表時点の数字 

⚫ 実行章受章者累計  6,178,827 名 

⚫ 受章者、受章事由の傾向 

 当該年度は、小学生から大学生まで多くの若者が、病院や高齢者施設を慰問し、贈り物や演

奏などを通じて交流した等の事由が目立った。また昨年に引き続き、小・中学生が学校外で

行った親切行為に対して推薦が多く寄せられた。 

 定期的に団体推薦を寄せてくれていた会員等からの推薦が不定期になったり、推薦者一人当

たりの件数が減少したことが、団体受章者減につながったと考えられる。 

 これまで取り組みがなかった東京都内の複数の小学校から推薦が寄せられるようになった。

WEB サイトで調べて「小さな親切」実行章を知り、取り組みを始めた学校もあり、教育現場

からも関心を寄せられていることがわかった。 

⚫ 実行章バッジの頒布 

頒 布 数：971 個 （参考）2024 年度同時期実績 950 個 

頒 布 先：7 県本部、7 支部、受章者本人など 

頒 価：1 個 200 円（税込・送料別） 

 

2. 第 50回「小さな親切」作文コンクール 

小・中学生に親切体験を思い起こし、思いやりの心を考えてもらう機会を提供 

⚫ 実施概要 

後 援：内閣府・文部科学省・NHK・毎日新聞社 

協 賛：カシオ計算機株式会社・株式会社サクラクレパス 

テ ー マ：小さな親切 

応 募 資 格：小学生・中学生（小・中学生と同じ学齢のものを含む） 

 2025 年度 参考：2024 年度 

個 人 3,913 名 3,030 名 

団 体 191 件 19,679 名 247 件 22,832 名 

合 計 23,592 名 25,862 名 
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応 募 方 法：400 字詰め原稿用紙 3 枚以内（本文のみで 1,200 字） 

副 賞：上位賞／電子辞書 or 腕時計（G-Shock）or 電波時計・文房具 

入 選／電波時計・文房具 

締 め 切 り：9 月 22 日（月）必着 

審 査：第 1 次審査 9 月 24 日（水）～10 月 2 日（木） 

第 2 次審査 10 月 5 日（日） 

最終審査会：10 月 21 日（火） 

入賞・入選者数：大臣賞 2 名・運動本部賞 2 名・特別優秀賞 6 名・優秀賞 19 名 

優良賞 10 名・入選 89 名 

要項・入賞発表 ：運動本部 WEB サイト ／5 月 1 日（木）・11 月 14 日（金） 

表 彰：11 月 28 日（金） 2025 年度「小さな親切」運動全国表彰式にて 

欠席者の賞状及び副賞は、各学校または地域組織より伝達 

⚫ 応募総数 26,847 編 

内 訳：小学生 6,494 編 ／ 中学生 20,353 編 

 全体では昨年より 1,291 編少ないが、近年減少傾向にある小学生からの応募は 744 編増加。 

⚫ 応募作品の傾向 

 祖父母や曾祖父母、地域の高齢者を介助したり、話し相手になったりするなど、お年寄りと

の関わりから、思いやりの心を育てていく内容が特に目立った。 

 父親の親切行為をテーマにしたものが散見され、子どもの手本となるような思いやりのある

行動や考えを自ら示す父親が増えていることがうかがえる。 

 家族のためにできることとして、男子児童・生徒による家事参加を描いた作品が増加。ジェ

ンダーにとらわれず行動する意識の広がりが感じられた。 

 翻訳アプリを使用して外国人観光客を案内した、タブレットの操作方法を友達に教えたなど、

現代的な親切の形をテーマにした作品も多かった。 

 SNS や AI の便利さを享受する一方、対面コミュニケーションの減少に対する不安を綴る作品

も見受けられた。 

⚫ 第 50回記念表彰 

 中央本部及び作文コンクール主催組織において、審査に協力する元教員、教育関係者などを

功労者として表彰。地域組織より推薦を受け、各地域の表彰式やつどいなどで 100 名の審査

員に賞状を贈呈した。 

⚫ 入賞・入選作品の発表 

 作品集に上位 39 作品を収録。入選 89 名は氏名紹介のみとなることから、本部 WEB サイト

に全入賞・入選作品を、2026 年 1 月～2 月にかけて順次アップロード。 

⚫ 作品集の発行  ／ 作文コンクール・はがきキャンペーン合併号 

タ イ ト ル：『見えない宝物』 

作 製 数：1,500 部 

頒 価：1,000 円（地域組織販売価格：500 円） 

発 行 日：2026 年 2 月 16 日（月） 
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判 型：A5 判 

※昨年までは B5 判（雑誌等の大きさ）だったが、単行本の大きさに近づけた。 

 

3. 青少年すこやか育成事業 

教育プログラムの提供とモデル授業の実施 

⚫ 災害時や、感染症流行時の思いやり行動を考える道徳授業等のプログラムを提供 

⚫ 青少年教育専用WEBサイト「てらこあん」を通じた教育活動 

 これまでに実施してきた小学校道徳授業のレポートや指導案、また幼児の想像力と心を育む

教育プログラムを、教育関係者向けに継続して提供 

 

4. みんなつながろ、トモダチ作戦 

主に小・中学校に、あいさつ運動で使用するグッズを提供し、あいさつの習慣付けを応援 

⚫ あいさつ運動活動グッズの提供 

 地域組織や会員を通じて地域の小・中学校に提供されたほか、WEB サイトを通じて申込のあ

った学校等に送付して活用してもらった。 

 提供団体数：76 団体（内訳 学校 64、企業・団体 7、組織 5） 

 提供活動用品：のぼり旗 98 枚・たすき 571 枚・ポスター2 種 258 枚 

 頒 価：のぼり旗 1 枚 800 円・たすき 1 枚 350 円 

※地域組織及び会員校には、のぼり旗 1 枚、たすき 5 枚、ポスター2 枚を無料提供 

※非会員には、ポスターは希望があった場合のみ無料提供 

⚫ 活動事例紹介 

 WEB サイト：北海道岩見沢支部（11 月）／長野県上田支部（1 月）    

 情報誌『小さな親切』：埼玉県 さいたま市立与野西中学校（春号・№538） 

   北海道 函館市立亀田小学校（秋号・№540） 

 

5. 第 41回「小さな親切」はがきキャンペーン（ことばの魔法プロジェクト～エッセイコンテスト） 

心あたたまる体験を募る、高校生以上を対象としたエッセイコンテスト 

⚫ 実施概要 

後 援：日本郵便株式会社・読売新聞社 

協 賛：河出書房新社 

テ ー マ：あのときはありがとう 

対 象：高校生以上（高校生と同じ年齢のものを含む） 

応 募 方 法：はがき、メールまたは専用フォームから応募（いずれも 600 字以内） 

締 め 切 り： 9 月 3 日（水）必着 

審 査 会：10 月 2 日（木） 
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審査員 4 名（日本郵便 郵便・物流事業統括部 切手・葉書室課長ほか） 

入賞・入選者数 ：25 名 

大賞 1 名・日本郵便賞 1 名・読売新聞社賞 1 名・河出書房新社賞 1 名・ 

審査員特別賞 1 名・入選 20 名       

副 賞：上位賞 ／切手シート・図書カード・書籍・文房具 

入 選 ／図書カード・文房具 

要項・入賞発表 ：読売新聞 ／4 月 16 日（水）・11 月 6 日（木） 

レターパーク 5 月号・公募ガイド 2025 年夏号・コボナビ・コンペナビ・ 

登竜門・情報誌『小さな親切』春号＆秋号・本部 WEB サイト 

表 彰：11 月 28 日（金） 2025 年度「小さな親切」運動全国表彰式にて 

⚫ 応募総数 2,109 編 

 会員からの応募が増加したため、応募総数は昨年度比 107.9％となった。毎年全校生徒が参加

する、会員校の生徒数増加が主な要因。 

 一方で、非会員高校の応募校数が増えたことから、一般・団体応募も微増した。また、教育

大学の学生からも、授業の課題として取り組んだ応募があった。 

⚫ 応募作品の傾向 

 日常生活での出会いや、誰にでも起こりうるシチュエーションのひとコマを描いた作品が大

半を占めた。 

 認知症の方にまつわるエピソード、来日観光客または日本在留外国人から受けた親切につい

て綴る作品も目立った。 

 また、様々な年代の女性たちから、子育て中のママたちに寄り添う内容のエピソードも多数

寄せられた。 

⚫ 入賞・入選作品の発表 

 入賞・入選全作品を、作品集に収録。 

※作品集の詳細は、2 ページ「作品集の発行」参照 

 

6. 2025 年度「小さな親切」運動全国表彰式 

親切運動推進に貢献した功労者及びコンクール入賞者を表彰 

⚫ 実施概要 

後 援：内閣府・文部科学省・NHK 

日 時：11 月 28 日（金）13：00～15：00 

会 場：秋葉原 UDX シアター（東京都千代田区外神田 4-14-1 秋葉原 UDX4F） 

司 会：石井麻由子（NHK 財団 専門委員） 

プログラム：内閣官房長官賞、「小さな親切」運動大賞、運動賞（個人・団体）表彰 

第 41 回はがきキャンペーン入賞・入選表彰 

第 50 回作文コンクール記念表彰（作文審査員）、上位賞表彰 

作品朗読 はがきキャンペーン大賞、作文コンクール大臣賞 
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⚫ 「小さな親切」運動推進功労各賞受賞者 

 内閣官房長官賞 

① 加藤 孝壽 山形県 長井「小さな親切」の会前代表 

② 木村 浩 栃木県 佐野支部代表 

③ 栁澤 敦 群馬県 富岡支部代表 

④ 過田 悟 広島県 福山支部事務局長 

⑤ 礒﨑 孝男 岩手県 県本部実行委員 

 「小さな親切」運動大賞 

セイノーホールディングス株式会社 

 「小さな親切」運動賞 （2 団体・1 個人） 

① 青森県 「小さな親切」運動十和田支部 

② 福井県 観光ボランティアガイドつるが 

③ 愛媛県 渡部 清  県本部元理事 

⚫ 参加者の感想など 

 参加者数は約 150 名。会場規模を縮小しての開催だったため、作文コンクール入選者及びご

家族は招待できず、参加者数は昨年に比べ、半数程度となった。 

 一方で、シアター形式の会場だったことから舞台と参加者の一体感が生まれ、エッセイや作

文朗読、受賞者インタビュー等に「感動した」「温かい気持ちになった」「来て本当に良か

った」等の声が例年以上に寄せられた。 

 

7. 『小さな親切』誌の刊行 ＜（一財）日本宝くじ協会助成事業＞ 

活動内容や温かな話題を収録した情報誌の刊行。会員、図書館ほか公共施設、報道機関等に配布 

⚫ 刊行頻度、部数 

季 刊：年 4 回（春号 5 月・夏号 8 月・秋号 11 月・新春号 1 月） 

部 数：1 回あたり約 30,000 部（年間のべ 120,000 部） 

⚫ 話題性のあるテーマで「小さな親切」を発信 

 「昭和 100 年」と作文コンクール 50 回を記念し、これまでの入賞作品の中から、昭和を感じ

させる風景を描いた作文を紹介（春号／№538）。 

 脳神経内科医である栗田正副代表の講演「親切と認知症の脳科学」をもとに、親切や人との

つながりは、認知症予防や進行緩和に良い影響を与える可能性があることを解説（夏号／№

539）。 

 はがきキャンペーン、作文コンクール入賞作品と AI で作成した文章を比較。自身で考え、書

くことで、心の育成を目指す両コンクールの意義を伝えた（秋号／№540）。 

⚫ 若い世代の活動紹介 

 若い世代に「小さな親切」に興味を持ってもらうため、子ども・若者のボランティア活動や

学校と地域との交流等を積極的に紹介。 

 お年寄りの健康維持のため、介護予防体操考案（北海道函館市立湯川中 春号／№538） 
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 地域団体協力のもと、中学校で赤ちゃんふれあい体験授業実施（東京都武蔵野市立第二中／夏

号／№539） 

 4 兄弟が高齢者施設で熱中症予防をよびかけ（静岡県静岡市 秋号／№540） 

 地元のお祭りで車いす等の昇降をサポート（福井県立敦賀高 新春号／№541） 

 

8. 地域の輪・和・環プロジェクト 

地域組織への自走式車いすの斡旋。購入組織が地域の社会福祉施設等に寄贈 

⚫ 実施概要 

展 開 方 法： 4 月に購入希望を確認し、6 月に販売代理店 A2Z に発注。10 月に順次発送。 

実施組織数：14 県本部・14 支部 

斡 旋 数：80 台（うち、リクライニング 2 台、シャワーキャリー2 台） 

品番・仕様：①BAL-R1（アルミ製）  シートカラー：ブルー 

自走式／介助ブレーキ（ドラム式）付／背折れタイプ 

キャスター6×22 インチ／座幅 40cm／前座高 43.5cm／全長 94.5cm 

全幅 60cm／全高 86.5cm／重量 12.3 ㎏ 

② プレート 

サイズ縦 4 ㎝×横 11 ㎝／白地に黒文字／アクリル製 

価 格：①車椅子  30,200 円 ／メーカー希望小売価格 89,000 円 

②プレート  2,000 円 ／希望組織のみ 

 

9. 日本列島クリーン大作戦 

ごみを拾うことで、ごみを捨てない心を育む清掃活動。地域組織が中心となって展開 

⚫ 実施概要 

後 援：内閣府・文部科学省・総務省・国土交通省・環境省・警察庁 

協 賛：日本たばこ産業（株）・コカ・コーラ協会・ （公社）品品容環環境化協協会・ 

スチール缶リサイクル協会・ （公財）日本環境協会・日本石鹸洗剤工業会 

スローガン：化しい日本、化しい心 

期 間：2025 年 4 月 1 日（火）～2026 年 2 月 28 日（土） 

実施組織・参加者：40 組織、のべ 63,000 名（学校、団体単位の参加者含む） 

提供活動用品：ごみ袋 40,000 枚（30L、8L 合計） 

ポスター835 枚 

のぼり旗 112 枚 ※東京 2020 記念事業で製作したのぼりをリメイクして提供。 

⚫ ごみ袋提供の終了 

 活動スタート時より、日本たばこ産業㈱からごみ袋無料提供を受けていたが、企業方針の転

換により、今年度を持って提供が終了。 

 今後は、参加者にごみ袋またはそれに準ずるもの（レジ袋やバケツなど）の持参を呼びかけ

る形を推奨していく。 
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⚫ 地域の活動状況 

 従来通りの大規模（参加者 1,000 名程度）清掃を、複数の地域組織で実施。道路や河川・公

園のほか、観光地での清掃活動も展開された。 

 一部組織では、会員企業・学校に自主的な活動を呼びかけ、活動用品を提供するなど、それ

ぞれの地域の実情に沿った活動の支援も行われている。 

 参加呼び掛け時に「事業参加証明書（ボランティア証明書）」の発行が可能と案内した地域で

は、中学生、高校生、大学生の参加が増加。親子連れ参加者からの問い合わせもあった。 

 

10. 日本列島コスモス作戦 

地域組織へのコスモス種子、ミニヒマワリ種子、ヒマワリ種子の斡旋 

⚫ 実施概要 

展 開 方 法： 1 月に希望を確認。2 月にタキイ種苗に発注し、4 月中旬に地域組織に発送。 

 種類 単価 斡旋数 

1 コスモス種子袋 21 円 30,319 袋 

2 ミニヒマワリ種子袋 24 円 32,004 袋 

3 コスモス種子大袋（ℓ） 6,600 円 25 袋 

4 ヒマワリ種子大袋（500ｇ） 3,430 円 6 袋 

※1，2 の種子袋に名入れを行った場合は上記価格に＋1 円／袋 

⚫ 地域の活用状況 

18 県本部、22 支部、会員団体等が購入。地域の学校への寄贈、会合等での参加者への配布のほ

か、運動ＰＲ活動等に活用されている。 

 

11. 使用済み切手等寄贈 

使用済み切手、プリペイドカード等の、海外支援団体への寄贈を呼びかけ 

⚫ 実施概要 

展 開 方 法：個人、企業、学校等で収集した使用済み切手の寄贈を WEB サイトで呼びかけ。 

各団体は売却して活動に役立てる。 

寄 贈 先：使用済み切手 （公社）日本キリスト教海外医療協力会 

（公財）緑の地球防衛基金 

認定 NPO 法人日本国際ボランティアセンター 

使用済みプリペイドカード （公財）ケア・インターナショナル ジャパン 

 

12. その他 

⚫ 各地域の「小さな親切」運動推進活動支援 

地方活動助成費の交付    総額 6,530,000 円 ／ 6 月交付・2024 年度会費収入の 12％ 
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全国地方本部事務局長会議  2026 年 2 月 13 日（金） 

各種組織会合への参加    講師派遣 3 回、会合等への出席 12 回  

⚫ パンフレット、ポスター等の制作 

 運動説明資料として、基本パンフレット、三つ折りしおり、実行章パンフレット 

 会合会場、学校等に掲出用の「小さな親切」八か条ポスター、運動イメージポスター 

 

収益事業  

1．「小さな親切」運動グッズの販売 

販売グッズ 価格、販売数  

 販売グッズ 一般価格 組織価格 販売数 

１ オーシャンプラスチックボールペン 180 円 100円 1,252 本 

２ 紙ペン 150 円 100円 416 本 

３ SDGs ボールペンセット 300 円 300円 1 セット 

４ 小さなしんせつレター 450 円 350円 272 冊 

５ 花束レター 500 円 400円 152 冊 

６ エコバッグ 600 円  500円 170 枚 

７ クリップ式ボールペン 100 円   60円 161 本 

８ クリアファイル 52 円 50.38円 5,100 枚 

９ T シャツ 2,500 円 2,500 円 11 枚 

※クリップ式ボールペンは当該年度で販売終了 

※T シャツは全国表彰式会場で販売 

 

その他  

1．総会・理事会の開催 

⚫ 第 15回社員総会 

日 時：２０２５年６月１３日（金） 14：00～15：00 

会 場：ベルサール飯田橋駅前 

議 事：第１号議案  ２０２４年度事業報告 

第２号議案  ２０２４年度決算報告 

第３号議案  役員の選任について 

報 告 事 項  ２０２５年度事業計画及び予算 

⚫ 理事会 ／３回開催 

第 6 0 回：２０２５年５月２３日（金） ベルサール神保町 

第 6 1 回：  〃  ９月１９日（金） ベルサール飯田橋駅前 

第 6 2 回：２０２６年３月１３日（金）     〃 
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２．広報活動 

⚫ WEBサイト、SNS等による情報発信 

 WEB サイトには、全国各地の組織活動を積極的に発信した。 

 SNS （Facebook、YouTube、Instagram）のカバーデザインをリニューアル。親切をイメー

ジさせる、柔らかいピンクをバックに、家族のイラストを配置。これまで個別に展開してい

た SNS に統一感を持たせた。 

 SNS にはショート動画を複数アップ。Facebook、YouTube では、脳科学と親切をテーマとし

た動画を、Instagram には若い層に向けて、歩きたくなる東京のスポットの動画をあげて、運

動本部の WEB サイトや他の SNS に誘導。 

⚫ 『小さな親切』誌による情報発信 

 栗田副代表による「小さな親切」が認知症に与える影響についての講演内容を詳しく紹介

し、さらに職員が作文・エッセイ各コンクールを担当する中で考えた「『小さな親切』と AI」

について、地域組織で過去に発表した内容を文章協して発信。いずれも現在関心の高いテー

マであり、反響が大きかった。 

 

寄附金  

⚫ 2025 年度寄附金 

寄 附 者：9 名 

金 額：158,091 円 

 

見舞金  

2025 年度はなし 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

2026 年 3 月末 地域組織・会員数 

【地域組織数】道府県本部：32 ／ 市町村支部：129 

【会員数・会員種別内訳】会員数：130,091 名 

内訳 ／ 個人正会員 86 名、個人寄附会員 19 名、法人正会員 28 法人、法人寄附会員 16 法人、 

個人会員 541 名、地方賛助会員 5,949 名、団体会員 85,081 名、学校会員 38,371 名  

 


